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1.軌迸 巾性 子誘(55),2.電 子fir.よ つ て.II61rl1に生 デ る イオ ン の質 量 スペ ク トル 分析
(55).3.Sロ14.の融 解熱 と.蒸氣壓(56},4.反 應 遖 度 に對 す る藩 媒 の影 響(56).5.金 屬
を慂 じて の瓦斯 の按 蹟 〔n?〕高壓 に於 け る昌 ツ ケルに 樹 す る酸 素 及 び 水 素 の捜 敬(57).6..酸 化
七 シ ウム光 電 陰趣 の疲 勞.(b8)・7・氣 相 と固 相 間 に金 屬 原子 の交 換 が 起 る反 應 に就 て(58)・8・
Cu及.ぴ.N.上の水 素 めvanderWaa1恥活 性 イe一,子一吸 着及 び その 光 電 效 果 に及 ぼ す影 響(58).
9・白金 及 び 臼金 駆 を胸媒 と した冰素 の 活 性 化(59)・io,ヂ メチル 水 銀 の光 分 解 に依 る エア0
ゾル の生 成(59)・1Lコ ロ イ ドの梅 造 と赤外 吸 歌 スペ ク ト々(60).
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松 井 元 興
櫻 井 錠 二
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木 村 正 踏
荒 靡 女 繁
堀 内 壽 郎
松 野 吉 松
片 由jE夫
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日 本 物 理 化 學 研 究 會
臨 霞黥 爵擾響・京㈱47響
岩 波 書 店
YFfil●田冨一ツ霞ニノ三
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謹.啓.時 下 愈k御 清 穆 大 賀 の 至bに 奉 存 候
ノ 陳 考 先 般 日 本 物 理 化 學 界 登.般の 絶 大fdる 御 支 持 の下
.■
に 設 立 仕 候 日本 物 理 化 學 研 究 會 の 儀 に 關 し甚 だ 勝.手
が.まし き御 賛 助 方 御 願 申 上 候 處 下 記 の 如 く各 方 面 よ
・ ウ多 激 の 御 後 援 を 賜 り戚 銘 の 極 に 有 ‡ 候
朱 は.右御 禮 蓬 如 漸 御 座 候 敬 具
昭 和 十 二 年 一 月.
日本物 理化學研究會
.」
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第.一.條.・.昧物靴 鞴 難 ・機臨 ク体 詩.埴接韈 者嬲 轟 恥 幺・.
厂第.二.條 禾誌ハ隔月(隅數 月末 日)發行 ト.シ下記内睿 ヲ有ス
(一)原報又ハ論説(二)齠 介又ハ講義(三1抄 録
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■亂.曲.,.∴;盡1∴ ・.
.購讃 魯.員 會 費 領.收 岬 神+二年度分)
(昭和十三年r月三十一日現在〉
療 則 袴.趣 正 路 倫 之 助
歸 山 亮 常 盤 敏 夫
高.瀬.義 堆..稱 村 賢 三
、『 メ .ト.・電 象.株 式 會 祗
木 下 葬.忠.石.川 穂 雄
藤 村 醯 蒐 原.逸.朗
岩 瀬 慶 三 松 野.藁 二
亥 成 魯.雄 河 瀬.我
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.月刊 自 然 科.學 雑 講
科 學'
編 輯
安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正黴:小 泉 丹
柴田雄次 橋田邦彦 坪井誠太郎 主任石原純
齟
自然科學の進展眼ざましく,學界の活躍釜 ζ盛んならんとする時,筍 も之K心
を寄する人々は 自然科學全般の 不斷の情勢を知 るべき何等かの機關を必嬰とする
であらう。
本誌1‡英の¥ature,米の!蝓n鴒 佛のRevuegξnξ函e.獨のNaturwisseuec6afren
等と使命を同 じうするものであつで發刊以來5年の識 月を閲 し,茲に全 く我圏唯一
の一般自然科畢雜誌としての内容 ・體裁6樒 減を具ふるに到つた。
鍛徒罎士は本誌によつて初めて各自に必薯なる観野を得られるであらう。




鹽.畷 と.蕩當 と(轡町忠行).萬 イ∫引力現象毒.熱力學麗泉との粗駟に就て(小 河瞭 田)=
人め綿の構逍の或 る一方薗 〔嚢融漉依}・T.ゐ小象系列にっいての一統計(槭 延 淡).
絹絲腺膿質液に對する超曾曇の作用(呉 毓吉・木甘 修).古第三紀の日本附近(大塚






渡逼潮 ・北見岡蜘職 黄山の嫐 硫苛・難鑑}及び水蒸氣の購 的畷出に聊て(n
學 界 展 望
伏見康油:貫鼠 スペ クトログラ7の最近に於ける發畫垂
贊 驗 記 事
辻 二郎 ・西田正孝:売彈性實驗の新裝置,こ就て「
科 學 雑 纂
宮西通可=不知火の研究(D
小挙吉男=獣米の氣粟事桑概要
唱 齲 新刊書一『研n抄 鐐 『一科學時事一一 量會及個る胤 皀
P・
,r・ 壁.行所 野 離 蹙 岩 波 書 店
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物 理 化 学 の進 歩V・1.11・N・.1.(1937)
■"
、
:御 入會 を勸む:i内轟 本
籔 日本化學研究會編 主幹 理學博士 眞 島 利 行
.第2集 第U卷 第1號 昭和12年1膿行(月 刊)
本 邦 最 新 の化 學 的 研 究 の文 献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他に關する
灘 日本化學總覽 覧警
會 費(け 年分)(2回 紛 納し得)
甲 種 〔索引及表緬己布)金9圓54錢 〔各罅 餌 及學生 金7圓80錢 〕
乙 種 鰯1を配耐)金8圓74錢 〔各化學會員及學生 金7圓20錢 〕
λ曾御希望の方は會費1ケ年分又は半ケ年分・を御遑 り
下 されば手緻一切完了致します。
最 日本 化 學總 覽 第■集第六卷
新
四 六 倍 販C50頁 定 價12,鱒 遘 料{}.45































































日 本 化 學 會
幽'一 厂・ 。 騨 ・N'7 ロ ロ
物 理 化 学 の進 歩Vol.11nNo.1・(193フ)
(明治十一年四 月東京化學會 トシテ創重)





購.韻希 望 の 向 は 邦 交 會 誌 の 方 は
東 京市 紳 田區.表禪保町三 東
同 京橋區棋町三丁目三 北





















日 本 化 學 會 規 則 摘 要




冖.化 學上顛著の.成績 を擧け若 く.は化學工場に雀bτ責任ある位置に立ちたること
一 輝 に織 な硼 係鮪 整 法人叉はこれに欄 する臘 た畿 と
第 六 條
可否は常礒曾に於て之を決す
第 十 五 悚 常會は會移報告及學術講演等の爲め四八兩月を除 き.毎月之を開く(夐下略)








鰕 郷 三十四傑 入會者の曾費は芙際月割を以て該期分を徴集す
λ會を望む者は倉員二名の紹介 を以τ學歴等を記入 したる申込審を會長に差出すへし.、其の.
本倉は毎月呼囘日本牝學曾誌 を饗行す、n本化孥禽1誌は之を邦文及飲文の二種に分つ

































塑黽 邁 イ ・メ ル クpヒ 製nn
獨 逸 グ リ コ・ ベ ル 製 色 素 類















並に 顯 微 鏡 色 素
蕪}府岬集騨眛_.__～___.漏
藥 鮒 師'中 村 宗 三 郎
京 都 市 中 京 區 二 條 烏 丸東!入
竜 話 ・」二②2248番
撮 牌 ・大 阪27737番
商 號 ・中 晋


























◆ 價 格 至 廉!1
ModelNo.150
◇ 濫 度 の 自 働 調 節 並K◇ 正 し き 定 温 度 の
'自働 信 號 に は!自 働 的 保 持 に は!
"温 度 自 働 調 節 指 示 計"を!!
バイロメーター各種(澀 度 一30。～+1β00。迄)
製 作 販 頁 匐指定温度製作仕可候
KOTERA.KIKAITE,N
京都市下長者町媼 川東





























イ 才-]tl抗作 用に就 て..
禹'
N
'物 理 化 学 の 進 歩Vol
.11nNo.




〔解〕 蛋白質の醐 嘩び霞固に於ける限子團の作用・…・・理 學 二1:




















工 學 ・L新 宮 春 男 瞭
工墨博=12
掘 毘 正 .維
倒 厚 二
松 井 俛 三
小 田 良 哥三
.ui.村 勁 二
海 井 蔀 太 郊




鯔 上九八o番(靹 一臨 劉
輩 行 所





















































































京 都 市「G三.京區 吉 田 本 田r32番纏
電 話g上 ③1957振 替g=六ゴ阪:ア49B4
■
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